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Ⅰ 生命農学研究科の教育目的と特徴 

 

１．（目的と基本方針） 

大学院教育の目的を、｢生命科学の基礎知識の上に立って、生物機能・生物資源の高

度利用、生命共生環境の創出・保全および持続的生物生産のための技術を開発する能

力を有し、生命科学の専門性と国際的に通用する広い視野を持った技術者・研究者の

育成｣として、以下の基本目標を掲げ、博士課程前期課程と後期課程の教育を実施して

いる。 

(a) 生命科学に関する専門知識と関連する技術を修得する。 

(b) 課題を発掘し、多様な知識・技術の応用や新しい技術の開発を通して課題を解

決する能力を涵養する。 

(c) 専門性と国際性を持ち、国際的な環境下でリーダーシップを発揮できる人材を

育成する。 

これは名古屋大学学術憲章における教育の基本目標｢自発性を重視する教育実践に

よって、論理的思考と想像力に富んだ勇気ある知識人を育てる｣を、生命農学の分野で

実現しようとするものである。 

２．（目標と方針） 

生命農学研究科の教育の基本目標｢創造的な研究活動によって真理を探求し、生命農

学に関して、世界屈指の知的資産の形成・蓄積と継承を基盤としながら、自発性を重

視する教育実践によって、論理的思考力と想像力に富んだ勇気ある知識人を育て、国

内外で指導的役割を果たしうる人材を養成する｣を、｢科学的探究心｣、｢論理的思考力

と創造性｣、｢専門性と広い視野｣としてまとめ、以下の方針の下にその達成を図る。 

(a) 高度専門知識とそれを応用する能力を持ち、人類の食、環境、健康の質的向上

ならびに生物関連産業の発展に貢献する人材を育成する。 

  （中期目標Ｍ１－中期計画Ｋ５と対応） 

中期目標Ｍ１ 

質の高い教養教育と専門教育を教授し、国際的に評価される教育成果の達成

を目指す。 

中期計画Ｋ５ 

高度専門職業人養成を始めとする生涯教育体制の充実を図る。 

(b) 生物資源の持続的な生産と利用、環境負荷の低減、地球生態系の保全など領域

をまたぐ課題に挑戦できるよう、多様な教育プログラムの開発を進める。 

   (中期目標Ｍ３－中期計画Ｋ10 と対応)  

中期目標Ｍ３ 

魅力ある独自な教育プログラムを提供し、優れた人材の育成を図る。 

中期計画Ｋ10 

魅力ある教育プログラムを提供し、それに沿った実行ある教育を実施する。 

(c) 国際的な学術連携を進め、世界とりわけアジア諸国との学術交流の拠点として

貢献できる高いレベルの教育研究を推進する。 

（中期目標Ｍ10－中期計画Ｋ32 と対応） 

中期目標Ｍ10 

人文・社会・自然の各分野で国際的及び全国的な水準で研究活動を行ってい

る研究者を確保し、世界最高水準の学術研究を推進する。 

中期計画Ｋ32 

社会的要請の高い先進的・学際的な重点領域分野の研究を推進する。 
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３．（組織の特徴・特色） 

本研究科の教育は、基幹研究分野の教育と研究を担う４専攻と生物機能開発利用研

究センターおよび農学国際教育協力研究センターとの連携により実施されている。平

成 16 年度に新設された生命技術科学専攻は他の３専攻との密接な協働により、大学院

生の教育・研究指導や研究成果の社会還元を指向している。また、両センターの教員

は本研究科の担当として、生命農学分野における先端的研究成果や国際的教育研究活

動の成果をフィードバックすることにより、研究科の教育の強化、高度化を推進して

いる。 

講座は複数の研究分野で構成され、専門を異にする教員による研究指導や情報提供

などを通して、大学院生への幅広い知識や視点を付与できる体制となっている。また、

各専攻・講座は研究の目標を設定し、その成果を教育に反映させることにより、研究

科の教育目標達成を支えている。 

４．（入学者の状況等） 

生命農学研究科では、ホームページで公開しているアドミッション・ポリシーに沿

って、博士課程前期課程・後期課程の入学試験に加え、外国人留学生入学試験、社会

人特別選抜入学試験などを実施している。専門科目の筆記試験では希望する専攻とは

異なる専攻の試験問題を選択することができるとともに、第２希望まで受験できる制

度となっており、大学内外からの多様な学生を受け入れることができる。 

生命農学研究科の入学定員は、博士課程前期課程が 121 名、博士課程後期課程が 57

名である。平成 19 年５月における現員数の定員に対する割合は、博士課程前期課程が

125％、博士課程後期課程が 73％である。博士課程後期課程については派遣型高度人

材育成協同プラン、グローバル COE などの人材育成プログラムに加え公的研究機関と

の教育研究連携などを進め、後期課程への進学や入学を組織的に促進している。 

 

【想定する関係者とその期待】 

  在学生、修了生および主要な就職先である農業および食品産業など生物関連産業、国・

県・市などの行政機関、大学、企業や国の調査・研究機関、日本農学会傘下の農学、森

林学、農芸化学、畜産・獣医学とそれらの関連学会および(独)国際協力機構や国際協力

銀行などの国際的な機関を関係者として想定している。専門分野の知識のみならず情報

処理、技術者倫理などを基盤として、創造力と広い視野から困難な課題に挑戦できる能

力を持つ高度専門技術者や研究者の育成が期待されている。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点１－１ 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

 生命農学研究科は、生物圏資源学専攻、生物機構・機能科学専攻、応用分子生命科学専

攻、生命技術科学専攻の４専攻に、生物機能開発利用研究センターおよび農学国際教育協

力研究センターの協力を得て、教育組織を編成している。４専攻には 19 講座が位置づけら

れており、大学院生は広範で多様な専門研究領域を学ぶことができるとともに、希望する

専門分野においてさらに専門的知識、技術、能力を修得できる体制が整備されている。両

センターの教員から研究・教育指導を受けられるシステムにもなっている。 

 生命農学研究科の専攻とその教員配置を資料Ⅰ－１－１に示す。平成 19 年度（５月現在）

の研究科の教員数は 133 名で、博士課程前・後期課程の定員 178 名に対して十分な指導が

可能な教員数である。なお、各専攻の学生定員と現員数をⅠ－１－２に示す。 
 
資料Ⅰ－１－１ 各専攻の教員現数（平成 19 年５月 1 日現在） 

専攻 教授 准教授 講師 助教 
生物圏資源学 12 12 ８ 

生物機構・機能科学 14 12 １ 12 
応用分子生命科学 12 12 10 

生命技術科学    12(6)   13(7) ３ 
計    50(6)   49(7) １ 33 

(  )は研究科の教育を担当している両センターの教員数で内数。 
 

教員選考は公募制が完全に定着しており、すべての職階についてほぼ 100％の実施状況

である。当該の専攻・講座が中心になって構成される選考委員会が公開討議を踏まえて最

終候補者を選考し、講座会議・専攻教員会議・研究科教授会のラインで審議、承認される。

また、公募要項には男女共同参画推進についての情報が記載される。とくに教授選考に当

たっては、その職責の重要度から選考方針の策定の際に専攻長会議で慎重に審議される。

また、本研究科が対応できない研究領域、産業界の最新の研究動向などを教授するため、

平成 19 年度には 30 名の非常勤講師を依頼し、その総時間数は 52 コマで、全体の 2.77％

であった。 
 
資料Ⅰ－１－２ 各専攻の学生定員と現員数（平成 19 年５月１日現在） 

専攻 
前期課程
１年 

前期課程
２年 

後期課程
１年 

後期課程
２年 

後期課程
３年 

合
計 

  

 （＊：旧専攻） 
定
員 

現
員 

定
員 

現
員 

定
員 

現
員 

定
員 

現
員 

定
員 

現
員 

定
員 

現
員 

生物圏資源学専攻 30 28 38 27 14 12 18 11 18 11 118 89

生物機構・機能科学
専攻 

33 38 31 39 15 ４ 15 ４ 15 20 109 105

応用分子生命科学
専攻 

34 50 34 58 16 ６ 16 16 16 11 116 141

生物情報制御専攻
＊ 

                  １ ０ １

生命技術科学専攻 24 21 18 42 12 ６ ８ 11 ８ 12 70 92

合計 121 137 121 166 57 28 57 42 57 55 413 428

 

 

観点１－２ 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

生命農学研究科の大学院教育に係る体制として、研究科教授会、専攻長会議、専攻教員

会議と教務委員会を中心とする常置委員会（教務委員会以外の委員会には、学生生活、国

際交流、図書出版、キャンパス・建物、安全衛生など）が存在し、これらは相互に連携を

取りながら教育目標達成のために活動している。 

月１回定期的に開催される教務委員会は、教育目標、カリキュラム編成、入進学制度、

学位取得制度、教育指導などの事項を中心に審議し、専攻との意見交換を踏まえながら教
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育内容や教育方法の改善、提案をリードしている【別添資料Ⅰ－A】。このような体制の下

で、以下の大学院教育改善の取組がなされている。 

１） 大学院授業アンケート：各専攻で行われている｢特論｣の講義に関して、授業アンケ

ート調査を実施し、その結果を分析することにより、授業内容、成績評価法などの改善

を行った【別添資料Ⅰ－B】。 

２)  他研究機関との連携：｢魅力ある大学院教育イニシアティブ：官学連携による生命科

学技術教育推進プログラム｣、｢グローバル COE プログラム｣などにより、国内外の連携

研究機関などの研究者による講義、派遣による研究指導などを実施した。社会や研究現

場を意識した新たな教育指導体制やインターンシップ制導入への道を拓いた【資料Ⅱ－

１－１参照】。  

３)  FD の実施：毎期の授業開始前や終了後における専攻教員会議の開催時などには、専

攻を単位に担当講義の進め方や問題点の抽出、学位認定などについて意見や情報を交換

し、講義の内容、教授方法、学位審査のあり方などについての改善を行った【別添資料

Ⅰ－C】。 

４)  大学院入試の改善：アドミッション・ポリシーに沿って多様な大学院学生を確保す

るため、教務委員会において入試科目の内容・難易度、口述試験・面接試験のあり方な

どについて検討を重ねている。また、入学試験をより厳正に実施するため、入試問題作

成における組織的チェック体制の見直しを実施した【別添資料Ⅰ－D】。 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 生命農学研究科は教育目標の達成を目指して、公募制により高い研究教育成果

を上げている教員を確保するとともに、授業アンケート、教員 FD の実践、また、｢魅力あ

る大学院教育イニシアティブ｣、｢グローバル COE｣などを通して新たな教育システムの開発

に積極的に取り組み、質の高い大学院教育を実施している。さらに、教育内容、教授法、

入学試験などの改善に向けて組織的に取り組む体制があり、実際に活動を行っている。し

たがって、観点１－１、観点１－２はともに期待される水準にある。

 

 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１) 観点ごとの分析 

観点２－１ 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

生命農学研究科は、研究活動を通して学生の自発性を重視した大学院教育を実践し、専

門的な知識・技術とともに論理的思考力と広い視野を持ち、困難な課題を解決できる人材

の育成を目指している。博士課程前期課程の教育課程は、修士学位論文の作成等に対する

研究指導とともに、各専攻の専門分野に対応した専門科目を中心に、さらに他専攻の専門

科目をも履修するようになっている。専門科目は、A）専攻の専門的特徴を論ずる講義、B）

各講座に対応した専門知識と専門的解析手法、技術に関する講義、C）各研究分野に対応し

た特論、演習、輪講、D）他専攻、他研究科の講義から構成されている。これらの編成によ

って各専攻の幅広い領域の専門的内容から各研究分野の奥深い専門性、さらに幅広い知識

までを修得するように配慮されている。これらの科目を偏りなく履修させるために、各専

攻、分野では各類別に修了のための必要最低限の単位数（30 単位）を定めている。また、

留学生に対する講義を配慮して、留学生担当講師による英語の生命農学基礎講義を開講し

ている。 

博士課程後期課程においては、博士学位論文の作成等に対する研究指導を中心にした教

育課程であるが、各専攻科目のうち、演習、輪講にあたる科目を履修して、専門的知識を

修得している。博士学位論文の水準を担保するために、第一著者としての査読付き学術論

文３報に相当する内容や専門分野の学識などを学位論文の基準としている。また、英語の

学位論文も認めている。 
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観点２－２ 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

学生からの多様な要請に応える一環として、大学院の講義に対するアンケートを行い、

大学院生の要請を把握するようにしている。また、グローバル COE によって、学生の国内

外のインターンシップ、海外研究室への派遣のサポート、研究科間の交流、さらには学生

のコミュニケーション能力を高めるための英会話教室のサポート、学位取得後のさらなる

幅広い能力を養うためのプレフェロー制度（ポスドクに移る前に、新たな手法・技術など

が習得できるように出身とは異なる当該研究室に非常勤の身分で在籍できるようにした制

度）など学生の幅広い要求に対し対応している。特に英会話教室の希望者は多く、学生の

要望に応えたものとなっている。国外のインターンシップに関しては、派遣型高度人材育

成協同プランによって英国企業へのインターンシップ制度も行われている。 
 

 
【出典：第３回派遣型高度人材育成協同プラン国際教育セミナー･平成 19 年度派遣学生報告会 p51】 
  

（独）農業生物資源研究所と教育研究指導等に関する協定を結び、客員教員による指導

を通して大学院生の資質向上を図っている【別添資料Ⅱ－A】。また、愛知県農業総合試験

場と研究協力協定を結び、学術の発展と人材育成の活動を推進している。 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準にある。 

(判断理由)「生命農学研究科の教育の基本理念」に掲げた教育の基本目標「学生の自発性

を重視する教育実践によって､論理的思考力と想像力に富んだ勇気ある知識人を育て、国内

外で指導的役割を果たしうる人材を養成する」を達成するための大学院博士課程教育シス

テムが構築されており、教育課程の体系性が確保されていると判断される。幅広い知識と

研究を通した高い専門性を基盤として、論理的思考力と想像力に富んだ人材を養成するた

め、従来型の教育だけではなく、外部の組織との関わりも交えた工夫が取り入れられてお

り、全体として教育課程の編成に沿ったものになっている。したがって、観点２－１、２

－２ともに期待される水準にある。
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分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点３－１ 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

各専攻のカリキュラムは、修士学位論文の作成等に対する研究指導とともに、各専攻の

専門分野に対応した専門科目、演習、輪講を組み合わせてある。外部の一流研究者を招い

たセミナーが不定期ながらも開催されており、大学院生は最先端の研究にふれることがで

きる。  

また、多くの大学院生は、TA として学部授業・実験実習の教育補助業務を行い、このこ

とは教員・研究者となるための訓練及び専門分野の理解に資している【資料Ⅲ－１－１】。 
 
資料Ⅲ－1－1 TA 採用数および採用時間数（平成 20 年３月現在） 

 

 

 

 

 

 

専門科目すべてについて講義要覧（シラバス）を作成し、講義の目標、講義内容を記載

している。 
 

資料Ⅲ－１－２ 

 
【出典：研究科講義要覧 p59】 

 

指導教員は大学院生の履修内容を把握し履修計画に無理がないことを確認して履修さ

せている。研究指導は修士学位論文あるいは博士学位論文の作成を通じて行っている。博

士課程前期課程では、学生の研究志望分野に応じて、大学院生が配属され、教員は数名の

年度 H16 H17 H18 H19 

授業科目数 162 163 156 150 

TA 採用数（延べ人数） 330 348 338 377 

TA 採用時間数（時間数） 31,563 31,366 30,983 30,577 
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大学院生の研究指導を担当している。大学院生は研究室内のゼミなどの定期的な研究発表

に加え、それらを取りまとめ、学会等で研究発表を行う【資料Ⅳ－１－３】。 

修了に際しては、修士学位論文を執筆し、研究科内の論文審査会などで、その内容を公

表する。博士課程後期課程においても同様であるが、論文発表会で公表するほか、学術雑

誌に投稿する。修了に際しては、博士学位論文を執筆し、その内容を印刷公表することを

義務づけている。大学院生の指導教員は、博士課程前期課程では、主となる教員１名の他、

研究テーマ関連分野の副指導教員を置き、複数指導体制をとっている。博士課程後期課程

においても同様に副指導教員をおくことができるようになっている。学位論文の審査は、

教員が単独で行うことはなく、３名以上の教員から成る審査委員会が組織される。審査委

員には、本学の教員以外の者を加えることができ、そのことも、審査の客観性を担保する

一助となっている。また、学位審査申請にあたっては、申請に相応しいか予備審査会を開

いている専攻が多い。委員会の判定結果は、専攻会議等を経て研究科教授会に報告されて

いる。この報告は、主査が学位論文の内容について一人一人口頭発表を行い、その内容を

研究科教授会の構成員が投票により合否を審議するものであり、このことにより、審査の

客観性が高く担保されている。 

 

 

観点３－２ 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

 シラバスに各講義の講義目標・内容、教科書・参考書、成績評価方法（宿題・レポート

による課外学習含む）、担当教員の電子メールアドレスを具体的に明記して学習を促してい

る。１年生に対して履修法（履修科目の登録上限等含む）のガイダンスを実施して、履修

ミスのないよう十分配慮している。研究教育支援の一環として、図書室の有効利用のため

の利用案内書を作成し各研究室に配布するとともに、ガイダンスによりさまざまな Web サ

ービスの紹介を行って、学生の知識欲を駆り立てている。学習環境整備の取組として、図

書室に机を増設し（100 人収容）、休日も入室可能なカードシステムを整備している。さら

に、情報収集が可能な全机パソコン備付のマルチメディア室（46 人収容）やサテライトラ

ボ（55 人収容）も設置し学生に開放している。オフィスアワーに関しては、研究室配属学

生はもとより他研究室の学生も随時 e-mail や電話で時間調整のうえ相談可能であり、特に

設けていない。 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 上記のようなきめ細かいガイダンス、教育指導と環境整備の充実などの支援体

制により、大学院生の主体的学習への配慮が組織的に行われており、結果として多くの研

究論文、研究発表が行われている。したがって、観点３－１、観点３－２は期待される水

準にある。

 

 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点４－１ 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

 大学院生が身に付ける学力，資質・能力について、「名古屋大学大学院生命農学研究科の

研究と教育の基本理念」に方針を掲げて、生命農学研究科玄関ロビー、学生便覧や Web サ

イトなどに掲載し啓発に努めている。博士課程前期課程の学生の学位取得率は、下記資料

Ⅳ－１－１のように 90％以上の高い水準である。一方、博士課程後期課程の３年修了率は

資料Ⅳ－１－２に示すように約半分であり改善の余地がある。大学院生が習得した知識や

研究成果をまとめ発表する能力を養うために、学会発表や論文発表を積極的に進めており、

学会関連の賞などの受賞数も増加している【資料Ⅳ－１－３】。 
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資料Ⅳ－１－１ 博士課程（前期課程）学位取得状況 

年 度 16 年度 17 年度 18 年度 

在籍者数 159 154 145

学位取得者数（取得率％） 152 (95.6) 140 (90.9) 131 (90.3) 

 
資料Ⅳ－１－２ 博士課程（後期課程）学位取得状況 

年 度 16 年度 17 年度 18 年度 

課程博士学位取得者数 45 44 33 

内 ３年次修了者（短縮修了者内数） 39 (２) 35 (１) 24 (１) 

訳 単位取得退学後学位取得者 ６ ９ ９ 

論文博士学位取得者数 12 ５ ６ 

学位取得者数合計 57 49 39 

３年次学生数（３年以内修了率％） 78 (50.0) 67 (52.2) 55 (43.6) 

 
資料Ⅳ－１－３ 大学院学生の研究業績 

年 度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 
論文発表数 163 142 163 157 
学会発表数 423 396 465 427 
受 賞 数   ９  ９ 15  16 

 

 

観点４－２ 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

シラバスに講義目標を明記し、双方向の講義に心がけるなどの工夫をするとともに、講

義目標や講義内容の理解度を知るためレポート作成なども実施し、教育の成果の向上に努

めている。 

教育の効果に対する大学院生の評価を把握するため、特論についての講義アンケートを

実施した。結果は出席率もよく、内容が良く理解されていることなどから、学生の評価は

良好であると判断できる【別添資料Ⅰ－B】。教育の成果に対する大学院生の評価を把握す

る方法についてはさらに検討する必要があるが、今後も大学院における授業アンケートを

継続し、学業の成果を改善するよう、組織的に対応する。 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 博士課程前期課程の高い学位取得率、授業アンケート、論文数や学会発表数か

ら判断される研究業績から教育の成果や効果が十分確認できる。観点４－１の中の博士課

程後期課程の３年以内学位取得率については改善の余地があるものの全体としては期待さ

れる水準にあるし、観点４－２も期待される水準にある。現在、指導教員に対する啓発、

人材育成プログラムの実施、公立研究機関との研究連携による社会人枠の増加、学位取得

基準の見直しなどの対策を講じている。

 

 

 
分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 
(１) 観点ごとの分析 

観点５－１ 卒業(修了)後の進路の状況 
(観点に係る状況) 

 資料Ⅴ－１－１に示すように、博士課程前期課程修了者の約７割が企業へ就職している。

業種では食品、化学、製薬系の占める割合が高く、農学部で習得した理系知識・技術が社

会で有効に生かされている。一方、修了者の残りの大部分（２～３割）が後期課程に進学

し、この内３分の２以上が研究者への道を選択しており【資料Ⅴ－１－２】、基礎研究の分

野で活躍する人材の育成に貢献している。網羅的ではないが、在学中に受けた教育が就職

先でどのように生かされているかを数人の卒業生に聞き取り調査をして、学部広報誌で紹

介している。 
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資料Ⅴ－１－１ 大学院博士課程（前期課程）修了者の進路状況 
年度 16 年度 17 年度 18 年度

修了者数 152 140 131
後期課程進学（％）  30 (19.7) 27 (19.3) 22 (16.8)
企業等（％） 107 (70.4) 97 (69.3) 100 (76.3)
公務員（％）   7 ( 4.6)  6 ( 4.3)  7 ( 5.3)
その他（％）   8 ( 5.3) 10 ( 7.1)  2 ( 1.5)
 
資料Ⅴ－１－２ 大学院博士課程（後期課程）修了者の進路状況 

年 度 16 年度 17 年度 18 年度
修了者数* 39 35 24
企業等研究者（％）** 25 (64.1) 21 (60.0) 19 (79.2)
官公庁研究者（％）  3 ( 7.7) 2 ( 5.7) 2 ( 8.3)
その他（％） 11 (28.2) 12 (34.3) 3 (12.5)

* 短縮修了者を含む。** ポスドク・非常勤研究員を含む。 

 
 

観点５－２ 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

 平成 19 年度修了者および上長を対象としたアンケート結果によると、「科学的探究心」、

「論理的思考力と創造性」、「専門性と広い視野」が身についたかの設問に対し、修了者は

おのおの 63.2％、85.6％、84.8％が、上長はおのおの 75％、91.7％、84.8％が肯定的に評

価している【資料Ｖ－２－１，Ｖ－２－２，Ｖ－２－３】。修了者、上長とも「論理的思考

力と創造性」と「専門性と広い視野」については十分身についたと判断しているが、「科学

的探究心」については他の目標に比較し幾分低い傾向がある。社会が期待する役割を生命

農学研究科が果たしているかどうかについては、おおむね肯定的に評価されている【資料

Ｖ－２－３】。 
 
資料Ｖ－２－１ 生命農学研究科の教育目標である「科学的探究心」、「論理的思考力と創造性」、「専門

性と広い視野」は身についたか(%) 有効数 125 
 あてはまる や や あ て は ま

る 
あ ま り あ て は
まらない 

あ て は ま ら な
い 

わからない・
不明 

科学的探究心 12.8 50.4 4.8 4.0 4.0
論 理 的 思 考 力 と 創
造性 

29.6 56.0 8.0 4.0 2.4

専門性と広い視野 21.6 63.2 8.0 4.8 2.4
 
資料Ｖ－２－２ 生命農学研究科の教育目標である「科学的探究心」、「論理的思考力と創造性」、「専門

性と広い視野」は身についているか上長に対する調査結果(%)有効数 12 
 あてはまる や や あ て は ま

る 
あ ま り あ て は
まらない 

あ て は ま ら な
い 

わからない・
不明 

科学的探究心 33.3 41.7 25.0 0 0
論 理 的 思 考 力 と 創
造性 

25.0 66.7 8.3 0 0

専門性と広い視野 25.0 41.7 25.0 0 8.3
 
資料Ｖ－２－３ 生命農学研究科は社会が期待する水準を満たしているかどうか上長に対する調査結

果（％） 
 ほぼ満たしている あまり満たしていない わからない
教育活動 75.0 0 25.0 
研究活動 75.0 0 25.0 
社会貢献 41.7 8.3 50.0 
 

就職先調査では食品、化学、製薬系の占める割合が高く、本研究科で習得した専門知識・

技術が社会で生かされていることを示している。これに加え博士課程後期課程修了者は大

学・研究機関の研究員への就職も多数を占め、基礎研究の分野で活躍する人材の育成にも

貢献している。教育効果については修了生の就職先を対象に追跡調査を行うための基盤整

備を検討中である。 

 
 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 上記進路状況に示す高い研究志向、専門知識や技術を活かした就職先業種、お

よび修了生やその上長に対するアンケート、聞き取り調査により良好な評価が得られたこ

とから、教育効果が上がっていると判断される。したがって、観点５－１、観点 5－２は

期待される水準にある。
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Ⅲ 質の向上度の判断 

 

①  事例１「大学院教育の充実」（分析項目Ⅰ） 

（質の向上があったと判断する取組） 

21 世紀 COE プログラム「新世紀の食を担う植物バイオサイエンス」に参画しているメン

バーによる、定期的な公開成果発表会、「魅力ある大学院教育イニシアティブ」、「官学連携

による生命技術科学教育の推進」プログラムを実施した。このプログラムでは、独立行政

法人理化学研究所植物科学研究センターおよび独立行政法人農業生物資源研究所と連携し

て客員教授・准教授による遠隔教育（電子メールやテレビ会議システムの利用）、大学院生

の連携機関への派遣などを通した専門教育を実施している。さらに、派遣型高度人材育成

協同プランで開始した海外派遣研究指導プログラムにより海外の研究機関等での研究教育

も推進している。このように、多様な機会を提供し専門領域の先端研究に触れるとともに、

教育研究と社会とのつながりを学ぶことにより、視野が広く、論理的な思考ができる人材

の育成を実践している。 

 

②  事例２「単位の実質化」（分析項目Ⅲ） 

（質の向上があったと判断する取組） 

すべての専門科目についてシラバスを作成し、研究科の教育目標を具体化した、講義の

目標、講義内容を記載している。各専門科目は講義、実験、演習、輪講等の多様な形態で

構成されており、教育目標を効率的に達成できるように編成されている。各専門科目のシ

ラバスには、教科書・参考書が提示され、成績評価の方法等が記載されているので、学生

は体系的な教育プログラムを具体化する形で履修計画を立て、主体的に学ぶことができる

ようになった。 


